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1. 令和元年度通常総会 

 

場  所：石川県地場産業振興センター 本館２階 第２会議室 

日  時：令和元年５月１９日（日） １３：００～１４：３０ 

 

＜内訳＞ 

会 員 数  ：５１名   出 席 者  ：１6 名    委任状出席者  ：２7 名 

合 計    ：４6 名 

 

議 長    ：金谷 繁次 

議事録作成人 ：中村 智彦      議事録署名人 ：村田 淳一 

 

定款第１８条に基づき総会は成立した。 

 

・開会の辞 

 

・会長挨拶 

 

・１．決議事項 

第１号議案 平成３０年度各部事業報告 

 

第２号議案 平成３０年度決算報告 

   

第３号議案 平成３０年度監査報告 

 

・２．報告事項 

第４号議案 令和元年度事業計画報告 

   

  第５号議案 令和元年度予算 

 

  第６号議案 役員改選・選定報告 

 

・３．第７号議案 会費について 

 

・４．その他の件 

 

・５．閉会の辞 
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2. 総務部の活動 

 

第１回理事会 

日  時：令和元年５月１９日（日） １０：３０～１１：３０ 

場  所：石川県地場産業振興センター 本館２階 第２会議室 

議事１．通常総会について 

議事２．その他 

 

第２回理事会 

日  時：令和元年５月１９日（日） １０：３０～１１：３０ 

場  所：石川県地場産業振興センター 本館２階 第２会議室 

議事１．役員選定について 

議事２．その他 

 

第３回理事会 

日  時：令和元年７月２８日（日） １０：００～１２：００ 

場  所：白山市総合文化会館 クレイン ２階 会議室 

議事１．８月２５日学術講習会について  

議事２．（公社）石川県鍼灸マッサージ師会提案の医療連携について 

議事３．東海北陸ブロック会議 石川県担当について 

議事４．県民公開講座について 

議事５．その他下半期事業について 

議事６．その他 
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３．学術部の研修会 

 

第１回 療養費適正合同研修会 

 

日  時：令和元年７月２８日（日） １３：００～１５：００ 

場  所：白山市総合文化会館 クレイン ２階 研修室 

演  題：パーキンソン病について ～医療職として知っておくべきこと～ 

講  師：金沢西病院脳神経内科 丸田 高広先生 

 

うえのはり灸院 上野 晃一 

 

 高齢化社会が進行する昨今、日常でも日々の臨床でも身近な症例となりつつあるパーキンソン

病についての講習が行われました。 

 MIBG 心筋シンチグラフィー（心臓での交感神経の機能低下を評価）や、ドパミントランス

ポーターシンチグラフィ（脳でのドーパミン神経の変性・脱落を評価）などによる画像検査が可

能になったこと、パーキンソン病とレビー小体型認知症がどちらも原因を同じくする病態である

ことなどにまず驚かされました。 

 また真面目な人ほどパーキンソン病に罹患しやすい傾向があることや、幻視で人や物が小さく

見えることなどにはいろいろと考えさせられました。面白かったのは、人が見えるのは東北に多

く、座敷童との関連が考えられるそうです。ちなみに、動物が見えるのは西日本に多いとのこと

でした。 

また近年判明したパーキンソン病の病理やアルツハイマーなどの認知症と合併である混合性認

知症なども大変興味深かったです。 

 パーキンソン病の諸症状で気になったのが非運動性症状での自律神経障害です。特に起立性低

血圧についてはMIBG 心筋シンチグラフィーとの関連が明らかなことや、食後低血圧について

は個人的に思い当たることなどもあったりと、パーキンソン病に対する理解が一層深まる思いで

した。 

 その後いくつか質疑がありましたが、臨床に即した着眼からの質問と回答は明日からの臨床に

も役立つとても素晴らしいものでした。 

 最後にこの研修会の講師を務められた丸田先生、開催して下さった公益社団法人 石川県鍼灸

マッサージ師会と公益社団法人 石川県鍼灸師会に心から感謝致します。 
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皮膚の再生に特化した美容鍼 

～ＩＣＣＯ式美顔はり～ 

 

日  時：令和元年８月２５日（日） ９：００～１２：００ 

場  所：石川県地場産業振興センター 新館５階 第１３研修室 

講  師：（公社）群馬県鍼灸師会 会長 田中 一行先生 

 

明治鍼灸堂 冨田 あゆみ 

 

８月２５日の学術講習会では、（公社）群馬県鍼灸師会会長の田中 一行先生をお迎えして、

「皮膚の再生に特化した美顔鍼 ―ICCO式美顔鍼―」についてご講演をいただきました。 

ICCO式美顔鍼は、肌の再生に特化した鍼治療。 

それは、即刺即抜の動作を繰り返し、出来るだけ早く、出来るだけ短い時間で出来るだけ多く

の傷を肌につけるという手技が特徴で、傷をつけられた肌の創傷治癒機転によって生成される美

容成分（コラーゲン、エラスチンやヒアルロン酸）に着目した治療法であること、小じわやたる

みの解消、肌理、保湿、弾力性の向上だけでなく、リフトアップやむくみにも効果的であり、患

者さん自身にも、施術中、施術直後に肌の変化を即実感して納得、評価をしてもらえるメリット

があることを教えて頂きました。 

そして、臨床実技では、受講者がモデルとなって体験。施術は、滑らかに鍼管をスライドさせ

ながら、鍼を一定のリズムで決まった浅い深度（0.2 ㍉ or 0.26 ㍉）を保って刺入を繰り返

すという手技で行われました。顔の右側から施術して、左側との違いを実感してもらってから左

側も治療すると、施術前と施術後の違いは明らかで、モデルになった方も、肌のハリや色つやが

良くなって、顔も引き締まったようだと評価されていました。 

「ICCO式美顔鍼」は、その治療を受けた人が、また受けたいと思うような「美顔鍼」だと思

いました。 
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４．広報・普及部の活動 

 

合同県民公開講座 打ち合わせ 

 

日  時：令和元年７月１２日（日） ２０：３０～２２：００ 

場  所：石川県平和町庁舎 Ｂ館３階 

出 席 者：冨田 あゆみ、上野 誠一郎、松田 朗 

 

議事１．県民公開講座の概要説明 

議事２．チラシ作成について 

議事３．情報拡散方法について 

議事４．その他について 

 

第１４回中能登町福祉のつどい 

 

日  時：令和元年１０月６日（日） １０：００～１５：００ 

場  所：中能登町 ラピア鹿島 ミューズホール 

参 加 者：定池、尾坂、中村（智）、冨田、松田 

 

 今年も、中能登町福祉のつどいに参加しました。体験者数は、６０名。大盛況でした。 
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５．会員の近況紹介 

 

 能美市の広報誌に掲載されていました。お元気に活躍中です！ 
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あとがき 

 

１０月に入って、東日本に大規模な洪水や土砂災害を引き起こした台風１５号と１９号の影響

で家屋の浸水、倒壊と停電などの、かつてない甚大な被害をもたらし、被害に遭われた多くの人

が避難所生活を余儀なくされ、台風１９号から 2 週間経っても自宅へ戻れない状況になられま

した。 

長引く避難所では、身心の様々な不調に対応する医療支援が行われています。これからの災害

医療現場において、鍼灸師も医療連携を取れるように考えていくことが必須だと思いました。 

 

会報作成にあたり、原稿依頼及び取材に快く応じて下さいました会員の先生方にお礼を申し上

げます。 

会報に対するご意見、ご感想などございましたら広報部までお寄せ下さい。 

 今後とも、広報活動に対するご理解とご協力をよろしくお願い致します。 

 

  編集部長より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

発行   公益社団法人 石川県鍼灸師会 

会長 定池 寿 

         〒921-8016 石川県金沢市東力町ニ 177 STビル 203 

               TEL 076-259-0750 

FAX 076-259-0751 

  

担当 広報普及部 

編集部長  冨田 あゆみ  

編集委員  定池 寿     ・  金谷 由久 

中村 智彦   ・  上野 晃一 

大内 康弘  ・  松田 朗



 

 

 

 


